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　　 日 本 産 倍 足 類 及 び 膂 足 類 の 分 類 学 的 研 究

エ カ ド ル ヤ ス デ 科 の 1 新 屬 と ヒ ト フ シ ム カ デ 属 の 1 新 種

＝ 好 保 徳 （愛媛 松山北 高 等学 校 ）

昭 和 31 年 3 月 19 日 受領

　L 　　L
”
ucondylodestnus 　gen ．110v ．（Oniscode9．　midac ）

　体節 は 雌雄共 に 19
， 頭頂部 と 前頭部 と は殆 ど 直角 を な し 境界は 隆 起 し て 稜線 を な し て お L） 両 部共 に 微小

な 顆糧 が 密 生 し て い る c 後頭 部 ね 頸板 に よ つ て 少 し覆 わ れ て い る 。 触角 は 互 い に 接 近 し て 生 じ そ の 間さ 前頭

部 が う ね状 に 隆起 し て 入 りこ ん で い る。触角 は 短か くて 棍棒状 ， そ し て そ の 各 節 に は 多 くの 鱗状瘤隆 起 が あ

る 。 胴 の 断面 は 円形 に 近 い が 腹面は ふ くれ て い ない 。第 2 側庇 は 下 方 へ 向 つ て 大 い に 発逵 し て い る 。第 2 側

庇 と第 5 よ り第 18 側庇 に 至 る ま で の 側庇 と は 下方 へ 向 っ て よ く発達 し且 側縁 に は きれ こ み が あ る 。 肛門

節 は 背面か ら よ く見 え 円錐 形 を し て い る 、 生 殖肢 の 基節 は 大形で 左 右 正 中で 接着 し て い る。基節鰊 は 正常 。

前腿節部 は 卵形 。腿節 部 は 細長 くの び 多少彎曲 し て い て 脛 附節 と は 明 らか に 境 が あ る 。 脛鮒節 は 扁平長刀状

で あ る e

　Acta 　Arachno ！ogica 　Vol ．　 XIII ，　 No ・1，　 P，22 に 高 島 ， 芳賀 両 氏 に よつ て 報吉 され た 「伊 豆 諸島産馬陸

類」の 屯 八 丈島 か ら得 らkKylin ‘ihgaster　sp と され た もの は そ の 記載文 と図 か ら ゴ 正 に そ れ は こ こ に

筆 者が 新属種 と し て 記載 し よ 5 とす る ヤ ス デ と同 じ も の で あ る こ と が わ か る 。今筆者 が こ の 今 日 で は 既 に 巳

本 で ない 沖繩 の 洞窟 か ら と ら れ た ヤ ス デ Kyli7ulogasterの 一
種 と 考 え ず， 別 に こ れ を新 属 と し よ う とす る

理 由 は 次 の 諸 点 に あ る e 即 ち 先ず KylinclOgaSter の 原記 tteeを み るに 原著者で あ る Verhoeff 氏 に ょ っ て

比 較 研 究 され た 諸 属 の 中 FIS，nicZes ” ztts と Schedypadesmus と は 先 ず後者 が そ の 後 Attems 氏 に よ つ て
w ’va

近

縁 の 別 の 科 Cr ＞
rpt

。desmidae に 入 る し か も そ の 正 体 の 不 正 確 な 属 と し て と ゆあ つ か わ れ i 夊 前者 は Onis −

c 。desmidac に 属 す る もの で は あ る が こ れ 又 そ の 正 体不 正 確 な属 の 1 群 の な か に い れ ら れ て い る。 こ れ ら 2

属 は し たが つ て 分類学的 に 多少 の 疑問を もつ 属 の よ うで あ る。そ れ 故 原著者 が た とえ 特 に と りあげ て その 異

同 を 論 じて い る に し て も，我 ftは そ れ よ り竜 さ きに 同科 の 近 縁，且 正 確 な別 属即 ち Verho 誼 氏 もそ の 原記

載 中で 比 較 し て い る Oniscocles7ntis，　T   oη 観 ヅ螂 等 との 比 較 を し て み る必 要 が あ る e さ ら に 他 の 近縁 な 属

を 竜加 え て そ の 異同 を 比 較 して み る と 1］igtodesmtts及 び Oniscoclesmusと は 後環 簿 と生 殖肢 の 形態 に お い て

夊体節 数 に お い て 異 な り，
7
’
rigenostyltts と は 又 体節数 と 生 殖 肢 に お い て 相異 し さ ら に elTcodesmus，

Cr）PtOdesuntis等 と は 側庇後縁 に 深 い きれ こ み が ない 点 及 び体節数 に お い て 異 るわ けで あ る が こ の 相 異 は 夊

本新属 とそ れら近縁 の 属と の 相異点 で もあ る 。 さて 次に 最 も注 目 さ るべ き本新 属 と 均 伽 40gα 脚 r と は ど

の 点 に お い て 異 る の で あ る か ．r 次 に そ の 相異点を列記 す る こ と に し よ う。 即 ち Kylindogasterの 属徴 に 対

し て 本新属 は

　 a ． 触 角 の 各 節 に は 多 くの 瘤 隆 起 が あ りそ れ が 鱗状 に な らぶ 、

　 b． 頸板 に は 4 列 の 他 の 後環節 に は 3 列 をなす 多 くの 璢隆起 が あ るが そ の 各瘤隆起 の 横列 にお い て 背面

　　 正 中線 の 両 ｛則に あ る 1 対 の 瘤 隆 起 は 他 の も の よ り小 形 で あ る。

　 〔：・ す べ て の 瘤 隆起 は球形 に 近 く山形 で は ない 。

　 d． 臭孔 は 第 5，7，9，IO，12，13，15，16，17，18 側庇 に 明 らか で あ る。・

さ ら に 重 要 な生 殖肢 の 形態 に つ い て は KyZindogaster’の 雄が 全 く未発 見 で あ る た め に 比 較す る こ と が 出来 な

い が 上 記 の 点 の み に つ い て も これ を κ5伽 4ρg ρ 伽 厂 の な か に 包含 さ せ る わ け に は ゆ か な い と考 え る 次 第 で

あ る。

x ｝，Zeolegischer 　Anzcigcr ‘‘
，　 L 　lO．1939 ，　Bd ，12フ，　 Heft 　

lt11
，
．

tz−x− Das 　 T ｛cr 置℃ 三ch ，70，1・｛cferu コ g．　 Polydesmoidea 互IL
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N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

312 動 　物 　学 　雑 　誌 第 65 巻 ・
第 8 号

　属模式種 ： EUCOild3・iodesmus 　e ！egans 　Miyosi

　（付記） Kylindogaster が い る沖羅 を失 つ た 現在の 日本で は 久 し く Oniscodcsmidaeの ヤ ス デ を 見 る こ と

が 出来なか つ た 我 々 は こ こ に EUCOiidylodesmtts を得 た 次 第 で あ る。

　Eucond ），toLles7ncrs　elegans 　 sp ・nov ・（ウ チ カ ケ ヤ ス デ）

体色 ア ル コ ー・・ 漬 で は 白色夊 は esn色 ・ 生 時 もほ r：ft色．鰤 帳 5・5mm ，雌 で は 6．・1・mm 、・tr雌共 に 胴節

19・頭頂 の 正 中 に は 溝 あ り・触 角 の 第 52 第 6 節 の 先 端 背側に は 感覚蘇が 群 生 し ， 第 6 節 で は特 に そ れ が

著 し い 。 頸板 は 頭福 よ りや や 幅 せ ま く 4 列 の 乳頭状突起 が あ る が ， そ の 数 や 形 は 大 体図 示 せ る 通 りで あ る 。
第 3 及 rygg 　4 側庇 は 単純に 尖 り， 第 2 及 び 第 5 か ら第 18 側 E の 側縁 に は 2 っ の 切れ こ み が あ る た め

に そ こ は 3 小葉 に 分 れ て い る。側庇 上 に あ る臭孔は円形 で ， 少 し隆起 し た疣状励 の 上 に 開 い て い る。第 2

側庇 は 大形 で
， そ の 前縁 は前方 へ ふ くれ 出 し て お り，後縁 に は きれ こ み が あ る a 各後環節 上 の 乳 頭 状突起 の

数 は 10−20 個 で あ ｛）s 各突 起 は 球 形 で 微小な 毛 状物 で お お わ れ 且各 1 本 の 短枝 あ る夊 は 枝 の な い 鰊を生 じ．
て い る ， 肛 門節 は 円錐形 で こ の 節 に も 4 列 の 乳 頭状突起 が あ る け れ ど そ の 数 は 少 な い 。

Abb ・1・ Eucmicl
）

，lodesmus　 el・gans ・p・1・・ ・
・
… 　 K ・ pf ・。 n ・… 　 b ・ K ・pt ・・n 　l・ t・ ・ al

・ ・ 3・S ・gm ・n ［ ・℃ 曲 in曜・ 1・ d ・ A ・ t・ n ・ e ・ ・ T ・1… 　 f ・ Ana ［・ ・gm ・ ・ t ・
．
。・田 nt ・ n　 g ・ 8．

　Bcin　des δ　h ： NYarzep 　des ．Nletazonits 　1 ： 2　、、
▼
arzen 　sehr 　vergrOssert ．

　生 殖肢 ： 基節短大 ， そ の 外翻面 tc小顆 粒 と若 下 の 棘毛 と が あ る，腿節 部 は 細長 く 少 し 彎 曲 し ， 数本 の 棘

あ L）， そ の 先 端 部 に は腺状 毛 が 密生 し ， さ ら に 内側 r− 2 為 外側 に 1 本の 角状突 起 が あ る 。 脛附節 雌 評

で 彎 曲 し ， 内側 に 約 10 本 の 櫛 歯状突起 が あ り， そ れ に つ づ い て 最先 端 部 に は 5 本内外 の 小 菌 状 突 起 が あ

る。
’

　
II・1・type は 体長 5・5mm の 塩 All・ type は 体 長 6」 mm の 雌 ． 模式産地 は江 の 島 （神奈川県）c そ の 他

の 産地 の うち伊 豆
一
ヒ 島 の 青 ケ 島 ， 休 戸郷 （ヤ xy ド ゴ ウ ）の 林 中朽 木の 間 か ら 19M 年 11 月 4 日 資源科

学 研 究所 の 小林純 子 氏 に よ つ て 採 集され た 。青 ケ 島 に お い て 採集され た 他 の 多足類 は既 に 公表
一
”

した が ， そ

れ ら は皆本州 に も産 す る もの で あつ た。と こ ろが こ の 新 属 の ヤ ス デ も，本文 の は じめ に 記 した よ うに 伊 豆 八

丈 島 に も産 し ， さ ら に 夊 ，既 に 1951 年芳賀 昭 治 氏 に よ つ て 神 奈川 県 下 の 大山 ， 溝 の 口 ， 江 の 島等 に お い て

採集 さ れ て い た の で あ る 。 そ し て 私 は そ の 標本を以前頂 き な が ら 調査 をお こ た つ て い た の で あ つ た。今各地

sc’
資源科学 研 究所 ζ犇耄．幸巨　第 　38　号　（1955）
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の もの を くわ し く比較 研究 し，そ

れ ら が 同
一

の もの で あ る こ とを 知

つ た。し た が っ て 本種 もまた青ケ

島特 産 の もの で な い こ とが わ か つ

た 、江 の 島 か ら 195］．G．28 雄 3
，

ゴ雛…　17，　19こ）1．　8．　2｝，　醒匡3，　幼 　4。

青ケ 島 1954 ．ll．4
， 雄iLt，雌 4

。

採集 し 且標本 を 調査す る 機会を ：与

え て 下 さ つ た 芳賀昭 治氏 ， 小林純

子 氏 へ 深 い 感謝を さ さ げ る次第 で

あ る。

　 2． Alonotai’sobiu ．g　 caecigentts

sp ．　 nov 、（ナ ガ ｝ t ト ア シ ム カ デ）

　本薪種 の 特 微 は 次 の 通 りc

　 l＞ 体長 は　弖7mm 位 に な り体

色 臓 齦 厳 黄 艶 顕 板 皹
　 。、b．． 2．　 E ，、C 、，、dylode、，nus 　 elagan ， 、P− ＿ 」、 2．　S。… n ・・t・g・・

径 が 縦径 よ り少 し大 （9 ：7）で
・ そ　　　 des　Weibchcns 　k ： 12，　und 　13．　Metaz 。nit 　 l ： Te 】son 　von

の 背面 に i若干 の 剛毛 を 散在 し て い 　　　 oben 　m ； Vorderkopf 　 nJ 　o，　 P，　q ： Gonopoden ・

る 。

　2） 触 角 k2 ◎ 節 ， 末 端 節 は そ の 前 の 2 つ の 節 の 長 さ の 合 計 と ほ ぼ同長 或は 少 し 短 い 。

　 3） 眼 は 全 く な い 。頭 側器 官 は 大形で 卵形。

　4） 基胸板 の 前縁 歯 は 2 十 2．副棘は小形 。 外 斜縁 は 副鰊 の と こ ろ で 少 し膨 れ ・そ れ か ら 急 に 斟 下 し ・ 再

び 大 い に 膨 出 し て い る，

　 5） 顎 肢 の 転前腿 節 は 長大 で
，

そ の 外 縁 は 円 形 に ふ くれ 出て い て 直線的 で は ない 。そ 扎 か ら先端 の 内縁 は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 少 し膨 出 し 内側中央 に は 境線が あ

　　　　　　　　　　 　　　　　　　

Abb ．3．　 Mmtotarsobius　caecigenus 　sp ，　 nov ・　 A ： Vordercnde

　von 　obeP 　B ： Kopf　von 　latcraI　G ： Kiefcrfuss　　D ： Antenne

　E ： 4．Be 加 　F ； Gonopod 　G ： Endteil　des　Gonopod 　H ，1，J，

　 K ： 12．33、】4．und 　薑5，　 Bein ．

（23 ）

る 。 腿節 ， 脛節 は と もに 幅 が 長 さ

よ りは る か に 大 で あ る 。

　6）　各背 板 の 横径 と縦径 との 実

測 に よ る 比 は 次 の よ うで あ る。1・

T ．＝8斗 ：48
，

3．T ．＝ 76 ：72
，

5．　T．

＝76 ：80
，
7．T ．＝77 ： 78

，
8，　T ．＝

74 ：89
，

10．T ．＝73 ：94
，

12．　T．：二

67 ；87
，

董4．T．＝63 ； M ，

　7） 背板 の 背面 と縁取 りの 上 と

に は 数本 の 長 い 圜毛 を 生 じ て い

る o 　第 　1，　第 　3，　第 　5，　第 8
コ　第

10
， 第 12 背板 の 後縁 は各 々 殆 ど

同様 に 同程度 に 湾入 して い て 後角

は 円 く， そ こ が 3角形 に 突 出 し て

い る こ と は な レ  第 7 背板 の 後 縁

は 直線 的 で 湾入 し て い な い 。

　　 8）　 第 12−15 歩肢 の 基節 腺

N 工工
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孔 は それ ぞれ 2−3
，

3−5
，

4−6
，

3−4 で 略円形 で あ る．

　
9） 雌の 生 殖 肢 鰊 は 1＋ 1 で 長 く よ く尖 つ て い る。末 端 爪 は 肇純で 分れ て い な い 一

［聯 1歩 ・ 議 義』・ ・ 1・ 歩 肢 V’
，

°

tltff，
°

・ 第 ・5 歩轍 哥1：1｝lH °1° t・pe は 体長 17mm の 雌・そ の 産 地館 ・ 県類 郡 ， 姫：LLIJ　 I952 年 8 月 17 日，京 大 上 雛
．．

氏
κ よ つ て 採集され た 亀の で こ こ に 深謝す る次第 で あ る 。

R6sum6

17．
　　　Beitrage　zur 　Kenntnis　japanischer　Myriopoden
Aufsatz ：　Uber　eine 　neue 　Gattung　von 　Oniscodesmidae　u ！ld
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　eme 　 neue 　 Art　von 　Monotarsobius

Yasunori　MIYosl （Matuyama 　K 貢a 　Koto −Gakk 。、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　LE ・r・・の 〜・伽 鷹 9 ・・… 。・・〔Q ・ユi・c ・d・・midae
，
　Dip1・P 。d ・）

濾纖華1鞭蕊黙鞭瀧駕纖1謙難灘欝鷙・欟羅
Que「・ch ・it・ d・・ R ・ mp 飴 ・ c ・・ch ・i・ ・ f… wi ・ Ri・ 9，・b ・・ V ・… al ・・it・ ni ， 1，t　 9， worb 。 2，　und 。。。 5．
bi・ 18・S ・i．… HUg ・1　 mi ・ ・i・ ig・ n 　Ei・・ch ・ ltt・n ・ m 　S・」・一 ・ d ．　 V ・・ C 。II。 m 　 bi、 18．　 M 。 ，。 。。、，i，　ml 、 3−4
Q ” e「「eih … di・ a ・・ vi ・1・n ・u ・d・・ W ・ ・z ・P　 b・… h・・ ，　 dl・ di・h・ mit ・、

．i。 、 ig。。
　 S，if，。he。

　 u 、、d ，in。 m
St・ ・h ・l　b ・・e ・… T ・1・・nk ・g・1igund ・ … b・ ng … h ・ n ・三・bt ・・ b ・d ・ 。 us ，　 D 玉。 ku ＿ B ，1。 ew 。，d ，、l
v ° nd ・n

　
S ・ it・・ 月Ugd 　9… b ・d ・ ckt ・ G … P・d … 　 Htift ・ g … s

，
　HUfth ・，nd ，，lmD ，ln 。L　 P齔 m 。 。。f。 m 。，

ziemlich
　
langge ・t・eckt ・ ・ d　d・・ di・h ・bg ・g ・e… g ・g・岫 ・ g・b ・9 … chw ・曲 啝 ・ A 。，。POdi、，

　　　Gattungstypus： Eu ‘ ond ツloclesrntts　etegans 　Miyosi

　　　E   α 吻 め4診跏 π∫ elegans 　sp ，　 nov ．

謂轡1灘熱蕪蹴欝就蹲糖黒黙ぎ：i讖1憲蕪騨講
S ・it・・flUg・1 三・t ・ ・ ch 顧 ・n 　ve … bmtil・・t　md 。h・ ・ Ei・ ・ch ・ i・… mS ，it，。 ，al 、d． 2．  d 。。． 5．　bi， 18，
Sei‘enfiUg ・ ｝　 mi ・ ・ w ・i　Ei・ s・h・ 1・t・ n　 am 　 Sci・・− d，　d ・d ・ ・ch 　d・rt　ml ・ d ・。i　LtipP、1、e。 ．　 S 。f、］ech 。。

　b。
．

finden ・i・h ・   d ・・ n 三edfig… Warz ・・ V ・・ 2・bi・ 】8．　 Nf・・… ni ・ m 正・ 。。 g ，ftih， 16．20 ． 。 nd ，。
　i。　d，。l

Qu・・r・ih・ ・ hi・ … ei… d ・… g … d・… nW ・ ・z ・ n
，

・ ・ d　dl・ d… a 】m ・di・lpaa，e 。　 W 。＿ ，ch 圃 。， 、 ls
die

　
B ・… hb ・・t・ n ・ G ・ n ・1・Qd … 量・ d　m ・・k 刷 ・dig，・、ti・ ・i・ ・i・h　i・ Abb ．1 ，。ig。。 ．

　　　
H 。1・ typ ・ ・ Mann ・b ・n ・5・5mm 正・ ng ・ All・ 重yP ・ ・ W ・ib・h ・ n ・a 　6」 mm 　I。 。 9 ，　 F 。 nd 。，、 、

　 E 。 。 、ima
（Kanagawa −Ken ）．　Vert，：　Aoga −Sima 　und 　Hatijo−Zima 　（ldzu・lnsein），

　 Mizonokud ，　 Enosima　
und

Oyama （Kanagawa −Kcn ），　Japan．

　2・　贓 〔nzotarsobitts 　caecigenus 　sp ．　 nov ．

　　　
Die ・… u ・ A ・・   t… ch ・ id… 1・ h　f・ lg・nd … 燃 s・・ kl・ ・ … de・ 。。 d，、

・
e。 ，　 di。　 z 。

　 d，，、eth ，。
　 G 。 t一

加 ng
　geh °T

’
t　 ： K °「p・血 ・be・9 ・lbli・hb ・ ・ un ・d ・・ heUgdbli ・hb … ．　 Weib・h・・ ca 　l　7   至。。 g，皿 i， 2・一

謙 、鑑 謬欝 誹ご、儲嵩欝 鏘 黛 膿 ρ瓢 、埋1臨 瀦 ；
2十 2　　　 Ztihnchen

，　　　　　　　　　　　P ・・。d ・ nt ・n ・chm ・Il　 und ・ n 　d ・・ B・ ・1・ ・tw ・・ a ・ 9 … hw 。11，。，　n 。b ，n 　ih。 。 。　d。，
　Rand

steiI
’
abgesch 「tigt　 und 　 wi ・d・・ m ・・kli・h ・・ g ・schw ・ 11・ n ・ T ・。・h ・ n ・… 圃 ・ m … ach ・ u 、se ＿ 。rwei ，。，、，

王ang 　und 　sttimm ｛9．　　　　　　　　　　　　　8・・ 10・und 　l2・T ・・git　 i・t　 lti・ g・r　 a 塁・ b・ eit ，　 P 。・en 　 d。。

’
C 。。 。td，廿，e。 ．。 ndii 。h 、

謡撚 隅 。雛
゜ d

ミ繍 こxr塊瓢
】

鼎 lill鷺 激、懲二畿諜
一
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